
気象技術開発室の推計気象分布プロダクトについて紹介します。
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気象情報が高度化するにつれて、空間的に高密度な面的観測情報の要求が高
まっている。面的情報は目的に応じてさまざまな形に加工することにより、
一目でわかりやすく情報を伝えることができ、利用価値が高い。
気象庁では、2016年3月より気温、天気について推計気象分布の提供を開始
した。また、2020年9月には新たに日照時間の要素を追加した。データは、
気象庁ホームページで画像を公開するほか、計算機可読型データとして、気
象業務支援センターを通じて部外機関にも提供している。また、庁内におい
ては多画面ツールにより実況監視や過去データの閲覧が可能である。
ここでは、推計気象分布について概要、作成方法、精度評価、利用上の注意
点などについて解説する。
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現在運用中の要素として、2016年3月に開始した「気温」「天気」および
2020年9月に開始した「日照時間」があります。気温は0.5℃間隔の階級値、
天気は「晴」「曇」「雨」「雨または雪」「雪」のいずれかのカテゴリー、
日照時間は1時間合計値について2.5分間隔で発表します。このほか、開発中
の要素として「相対湿度」があり、1%間隔で作成します。
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推計気象分布を実況監視で用いることを想定し、多画面ツールによる表示例
を示します。これは冬型の事例で、左上の相対湿度は日本海側で高く太平洋
側で乾燥、右上の日照時間は日本海側でほぼゼロで太平洋側で多い、左下の
気温は標高の高い場所で低い、右下の天気は「晴」のエリアと日照時間あり
がよく対応しており、「雪」と「曇」の境界もわかるようになっています。
東海地方など太平洋側の一部に雪雲が流れ込んでいる様子もわかります。
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もう一例、北東気流の事例を示します。太平洋側で湿度が高く、日照なし、
気温は低く、天気は曇りや雨となっています。日本海側では秋田県を中心に
湿度が低く、日照があり、気温は高く、「晴」となっています。このように
複数の要素を眺めることにより、今何が起こっているかを一目で把握するこ
とができます。
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面的データから地点のデータを抽出しての利用も行われています。気象庁
ホームページの東京2020ポータルサイトの現在の天気と気温は、各競技場
のメッシュに相当する実況データを推計気象分布から抽出して表示していま
す。また、日照時間分布では2021.3のアメダス気象計更新以降、地点情報を
アメダスBUFRで利用する予定です。ただし、このような地点データとして
の利用の際には、1kmメッシュの代表値であること、推計値であるがゆえに
誤差を含むことに留意する必要があります。
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面的データを計算機で処理することにより、様々に加工することができます。
複数の要素を組み合わせて別の指数を作成することもでき、多くは多画面
ツールの計算機能でも作成可能です。面的な統計を行い、平均値や合計値の
算出、メッシュ平年値との比較を行うことも可能です。ただし、日照時間に
関しては気象衛星データから作成した推計気象分布とアメダスをベースとし
たメッシュ平年値2010の間には、系統的な差があるため適切な比較ができ
ません。メッシュ平年値2020では可能になるはずですのでそれまでお待ち
ください。
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推計気象分布は、NAPS上で作成を行います。NAPSから取得する様々な観
測データや数値予報データを使用します。日照時間関連の一部の衛星データ
は衛星サーバー上で中間データを作成します。推計気象分布自体の作成は業
務処理サーバー上で行います。作成した画像データを気象庁ホームページで
表示し、またGRIB2データは気象業務支援センターに送って庁外に提供しま
す。
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推計気象分布を算出するメッシュは、昭和48年7月12日行政管理庁告示第
143号に基づく「標準地域メッシュ」を使用します。緯度・経度の基準は世
界測地系です。ただし、海上や一部の島嶼部では作成しません（一部の島嶼
部は要素により作成領域が異なります）。
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作成方法を一言でいうと、近隣のアメダス観測値からの推定です。ただし、
アメダス地点間の情報はメッシュ平年値およびLFM予測値という連続的な情
報を使用します。メッシュ平年値を利用することにより、アメダス地点間の
地形や人工被覆率などに伴う気温変化の情報が反映されます。また、LFM予
測値の利用によりアメダス地点間の最新の気象状況の反映もある程度可能で
す。
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気温分布作成の流れは、大きく左半分の平年値ベース気温分布と右半分の
LFMベース気温分布に分けられます。それぞれ、メッシュ平年値、LFM予
想値をベースとして、距離重み付け法により周囲のアメダス観測値の情報で
修正します。「平年値ベース気温分布」「LFMベース気温分布」は単独でも
それなりの精度を持ちますが、ブレンドすることにより精度が高くなり、こ
れを最終的な気温分布としています。ブレンドの際には、アメダス観測値と
平年値またはLFMとの分散（図の分散①、分散②）を基準として、より実況
に合っている方の重みを増やすアルゴリズムを採用しています（分散が小さ
い方が実況に合っているためブレンドの割合を増やす）。
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まず、解析雨量を用いて降水の有無を判定します。この際、従来型雲量格子
点情報や気温、湿度などの情報から非降水エコーを軽減する処理も行います
（2016.12より）。「降水あり」の場合は気温分布とMSM相対湿度予測値か
ら判別チャートを用いて雨雪を判定します。降水なしの場合は従来型雲量格
子点情報から晴れ曇りを判別します。最終的に晴、曇、雨、雨または雪、雪
のいずれかのカテゴリーに判別されます。
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主に気象衛星データや数値予報データを入力とし、①機械学習により中間
データである「日照確率」を算出します。また、②晴天積雪域の判定や③
1kmメッシュの地形から算出した地形影の判定を行います。これらをもとに
④閾値による日照有無の判定を行います。2.5分毎に日照確率が閾値を超え
る場合「日照あり」とし、2.5分を加算することにより、10分間日照時間を
作成します。閾値には⑤官署の実測値による補正も考慮されます。最後に、
⑥10分間日照時間を積算することにより、1時間日照時間を作成します。以
上のアルゴリズムにより、10分間日照時間、1時間日照時間は必ず2.5分の倍
数となります。
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2019.2に平年値の時別化とLFMの利用というアルゴリズム改良を行いました
が、その後の精度（RMSE）は概ね0.8～1.0℃となっています。RMSEは冬
季に大きく、夏季に小さくなる傾向があります。また、地域別では北日本で
大きく、南西諸島で小さくなります（付録8）。冬季は放射冷却効果の有無
などで気温の変動が大きいことが主な原因です。北日本でRMSEが大きくな
る理由も同様です。BIASは改良前はややマイナスでしたが、改良後はほぼ
０となっています。
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推計気象分布の天気を、有人官署における目視観測と比較したものです。目
視観測の「薄曇り」は「晴れ」に分類しています。
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1時間日照時間のRMSEは通年では概ね7～8分ですが、冬季と夏季に大きく
なります。冬季はアメダスの障害物の影響や積雪を雲域と誤判別する影響が
大きく、夏季はスケールの小さい積雲が多く発生するためです。BIASは多
くは数分以内ですが、地点によるばらつきが大きくなります。RMSEが大き
くなるのと同じ原因です。このBIASは月などで積算する場合には影響が大
きくなるので注意が必要です。
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推計気象分布は、地震などの広域災害でアメダスのデータが得られなくなっ
た場合のバックアップ機能を期待されているため、入力データの一部が得ら
れない場合でも可能な限り残りのデータを用いてデータを作成します。
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これは気温分布の誤差が大きくなる典型的な事例です。南高北低の気圧配置
で、西日本から北日本には暖気が流入しています。暖気の影響を受けた地点
と元々滞留していた冷気が残っている地点の差が大きくなります。このよう
に近隣の観測値から距離に応じた推定を行う、という手法が通用しない場合
は誤差が大きくなります。他にも強い放射冷却現象がある場合、局所的な降
水がある場合、春先に局所的に積雪が残っている場合、などは要注意です。
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レーダー観測の非降水エコーが解析雨量に反映され、天気分布にも影響を与
えることがあります。これについては2016.12に導入した非降水エコー除去
処理によりかなり軽減されていますが、全ては除去できないのが現状です。
非降水エコー判定は、気象衛星による雲量のほか、気温と湿度から統計的に
求めた閾値により行います（H28.12.7配信資料に関する技術情報第447号
「推計気象分布（天気）の改善について」）。
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気象衛星の太陽自動回避（食期間の0時）、気象衛星の障害、メンテなどで
雲量格子点情報が得られない場合、晴れ曇り判別ができなくなります。この
場合、降水がある領域は雨、雨または雪、雪のいずれかを出力しますが、降
水のない領域は「資料なし」となります。
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日の出、日の入り前後に下層雲が広がっている領域を晴れと判定してしまう

ことがあります。

朝夕は太陽光が弱く、可視、赤外のいずれも利用が難しく、従来型雲量格子

点情報では下層雲を検出できないことがあるためです。現在、OCAプロダク

トのような高分解能の情報を利用することにより改善を検討中です。
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特徴の一つとして、朝夕にアメダスより多くなることがあります。日照時間
分布は1kmメッシュの標高データに基づく山影を考慮しています。一方、ア
メダスは観測環境により、近隣の木立や建造物の影響を受けていることがあ
ります。このため、朝夕は日照時間分布の方が多くなることがあります。
1kmメッシュを代表する値としては日照時間分布の方が適していると言えま
すがこれまでのアメダスとは差があることに留意してください。
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日照時間分布は、冬季に積雪域で過少となることがあります。気象衛星の画
像で積雪域を雲域と誤判別することの対策として、反射率などの条件や5分
前と比較した移動ベクトル等から晴天積雪域を判定して強制的に日照確率を
引き上げています。しかし、雲間から日照が出ているような場合は十分除去
できないため、積雪がある場合の日照時間分布は過少となることがあります。
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1時間日照時間は10分間日照時間を積算して得られる値です。このため、推
計気象分布では初めてgrib2データの2層目に品質情報を格納しています。1
時間日照時間の品質情報は10分間日照時間の欠測の個数により、正常、準正
常、資料不足、資料なし、となります。特に資料不足値はそのまま分布図で
値を表示することは適切でないので、必ず品質情報を読み込んで適切に処理
することが必要です。
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2021年3月にアメダス気象計の更新に伴い、気象官署、特別地域気象観測所
以外で日照時間の観測が廃止される予定です。これに伴い、観測が廃止され
る地点では、日照時間分布から抽出した地点の値をアメダスの代わりに利用
することになっています。値には次頁で示す「速報値」と「確定値」の2種
類があり、BUFRは速報値、統計には確定値を使用します。なお、日照計の
観測が継続される気象官署、特別地域気象観測所では、これまでどおり実観
測値をBUFRや統計に使用します。
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アメダスに日照時間分布の推定値を入れるにあたり、多少精度が落ちてもア
メダスの日照時間データをこれまで同様に利用したいというユーザー向けに
BUFRでこれまで通りの時刻に速報値を配信します。一方、統計値として気
候を評価するような場合には早さよりも正確さが求められます。このため、
可能な限り正確な計算方法で確定値を算出します。速報値は確定値に比べて
RMSEで数％の違いがあります。
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日照計が廃止される地点では、統計も推計値で行います。日照時間分布は、
その時々の値としてはアメダスともよく一致していますが、積算する場合は
注意が必要です。地点によりアメダスと推計値の間には一定のバイアスがあ
り、これを月などで積算すると大きな違いとなることがあります。このため、
推計値の統計値をこれまでの実測による統計値と単純に比較することはでき
ません。アメダス平年値は一部を除いて補正されますので、必ず補正後の平
年値と比較することにより統計値を評価してください。
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今後の方向性として、最優先で取り組みたいと考えているのが高頻度化です。
これについては事業者からも強い要望があります。精度向上の取り組みは今
後も継続する予定で、AIの更なる活用や民間の観測データ等の活用も課題で
す。要素の拡大については今回紹介したもの以外にすぐにできそうなものは
ありませんが、風などは需要が大きく可能性を検討します。また、ホーム
ページでの見せ方に改良の余地があり、タイル化で自由度を高めたり、他の
コンテンツと連携してシームレス化を図ることが考えられます。
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